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いの町紙の博物館

和紙がつなぐ、光と心の物語。

あなたも虹色の羊に出会えるかもしれない。
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詳しくは最終ページへ →



７
あとがき
この物語は、70年間、和紙を漉き続けてきた紙漉き職人、友草喜美枝さんへの「ありがとう」から生まれました。
物語の中で、電車のあとに咲いていく白い花は、和紙が人から人へ、町から町へと広がっていったことを表しています。
かつて「土佐電」は土佐和紙を運び、いの町の紙づくりを支える大切な道となりました。
そして今回、みんなでつくる一輪一輪の花が、ひとつの虹色の花束になります。
昔、紙を運んだ電車。 今、想いを運ぶ人たち。 たくさんの「ありがとう」が、夜の森で光ります。



●「第13回高知国際版画トリエンナーレ展」

9/19（土）～11/15（日）

世界中から選び抜かれた作品が、高知に集結。休館期間（予定）11/16（月）～2027/3/31（水）

紙漉きランプ作り体験　10/28（水）～11/15（日）（※要事前予約）

白い花と電車の景色
（1階エントランス）

● 臨時休館のお知らせ
リニューアル工事のため、下記の期間は休館いたします。
ご理解・ご協力のほどお願い申し上げます。

「夜の紙博」総合企画を担当して6年目。

土佐和紙や不織布を用いた立体造形・空間演出・
体験型ワークショップの企画・制作を行う。

素材の透過性と光の特性を活かし、
空間に物語性と没入感を生み出す作品を展開。

近年は、屋内外でのインスタレーションや
参加型アートを中心に活動し、
来場者が作品の一部となる体験設計を得意とする。

高知県を拠点に、展示・イベントなどでの
空間演出を手がける。

Workshops

釣りクジ
（1階）

小鳥カフェ
（２階）

虹色の羊
（1階中庭）

光る森
（1階中庭）

灯りの密談
（２階）

Check!

※イメージ画
※イメージ画

館内を彩る光の作品。昼と夜で異なる表情をお楽しみください。

※飲食の提供は夜の部のみとなります。

※釣りくじは夜の部のみ
お楽しみいただけます。

※画像はイメージ

体験詳細↓
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